
 
 

いに広く語り合いながら親睦を深めていくことは、  

 

のコミュニティ関 係 団 体 、民 生 委 員 ・児 童 委 員 を

はじめとする地域福祉関係団体、防災・防犯・消

防等の安心安全関係団体、学校・PTA 等の教育

関係 団 体 、地 域公 民 館関 係 団体 の役 員 など１９

２名の出席を得て盛大に行われました。 

森田進二郎副実行委員長の開会のことば、安

田敏男実行委員長の主催者代表あいさつに続

き、来賓として出席された藤本市長、柴山昌彦衆

議院議員、西山淳次、水村篤弘、岡田静佳の各

埼玉県議会議員、荒川広、越阪部征衛、中村

太、吉村健一の各市議会議員によるあいさつが

ありました。 

「新年祝賀 会」は「夏

季交流会」などととも

に、大 勢 の人 ちが一

堂 に会 して様 々な情

報や意見を交換し合

う貴重な機会であり、

お互いを理解し、「地

域一丸」となり、地域

を作 り上 げていくこと

に通じていきます。 

 

１月５日（金）、松井地区新年祝賀会実行委員

会主 催 、松 井 まちづくり協議 会 共催 により、松井

地区新年祝賀会が松井まちづくりセンター公  

斎藤博所沢市体育協会長による乾杯の音頭

で賀詞や情報の交換が始まり、酒食を交えて歓

談しながら、今年１年の始まりを祝いました。 

あいさつする安田実行委員長  あいさつする藤本市長  

来賓の方々のあいさつ  

斎藤所沢市体育協会長の乾杯  
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ホールで開催されました。 
 祝賀会は、藤本正人市

長 をはじめ、地 元 選 出 の

国 会 ・県 議 会 ・市 議 会 議

員、松井地区で活動する

のコ 

参  加  者  全  員  で  記  念  写  真  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

引 き 続 き 行 わ れ た 「 つ ど

い」では、地 域 中 学 校 卒 業

生 の男 女 ６名 が自 ら司 会 と

なり、抽 選 会 や友 人 同 士 で

の写真撮影などで盛大に進

められました。 

に生 まれた方 たちで、松 井

地区の対象者４９０名のうち

２９１名 が出 席 し、ホールが

満席となりました。 
 式典では、主催者（成人の

つどい実 行 委 員 会 ）の総 合

司 会 他 に、斉 藤 有 哉 さん、

吉岡永美香さんも新成人の

司会を務めました。 
 開 式 のこ と ば、国 歌 斉 唱

のあと 、 新 成 人 を 代 表 し て

田中夏月さんが市民憲章の

唱和を行いました。 
 安 田 敏 男 実 行 委 員 長 の

主 催 者 あいさつ、大 舘 勉 副

市 長 の 式 辞 、 宮 井 俊 充 安

松 中 学 校 長 の来 賓 代 表 祝

辞 、来 賓 紹 介 と続 き、司 会

から祝電披露がありました  

１月 ８日 （祝 ・月 ）、第 ７１

回 所 沢 市 松 井 地 区 成 人 のつ

どいが松 井 まちづくりセンター

公 民 館 ホールで開 催 されまし

た。 
 今 回 の対 象 は、平 成 ９年 ４

月２日から平成１０年４月１日  

また、島 田 智 也 さ んの

新 成 人 代 表 の こ と ば で

は、 両 親 、恩 師 、地 域 の

人 などへの成 人 に至 るま

での感 謝 の気 持 ち、成 人

し てからの決 意 などが語

られました。 新 成 人 司 会  斉 藤 さん・吉 岡 さん 

２月 ７日 （水 ）、所 沢 市 主 催 による地 域 づくり

活動情報交換会が、市役所８階大会議室で開

催され、松井まちづくり協議会からも５名の役員

が参加しました。 
会 場 には各 地 区 の地 域 づくり協 議 会 や自治

活動団体の役員など１２０名の人たちが集まり、

熱心に活動報告や講演に聞き入っていました。 
 藤本正人市長のあいさつに続いて第１部に移

り、松 井 、小 手 指 、三 ケ島 、新 所 沢 東 、並 木 の

各 地 区 の参 加 団 体 紹 介 が行 われ、続 い て富

岡、山口、柳瀬、新所沢の各地区活動報告が 

ボランティア活動の実践報告がなされました。 
 現在のまちづくり協議会にあっては、実践が困

難であろうと感じるところもありましたが、コミュニ

ティのツールとして頷ける要素を含んでいると聞

き入ってしまいました。 
 最 後 に講 評 としてお話 された藤 本 市 長 の「所

沢市に合った方式で地域を発展させていこう」と

の言 葉 にあるように、地 域 の協 働 や連 携 でコミ

ュニティを様々な方法を参考にしながらも、考え

ていきたい思いました。 

行われました。 
 富岡地域づくり協

議 会 の 「 買 い 物 支

援 （ 移 送 サ ー ビ

ス）」に関 する報 告

を初め、いずれも実

践 的 かつ興 味 深 い

内容でした。 

休 憩 をはさみ、「こ

れか らのコ ミ ュ ニテ ィ

の在 り方 を考 える」と

題 し た 、 特 例 認 定

NPO 法人ユーアイネ

ット 柏 原 の小 澤 浩 代

表 理 事 による講 演 が

あり、その中では有償

市民憲章唱和 田中さん  

こ れ か ら 地 域

を担 っていく皆 さ

ん の お 知 恵 で 、

「ふる里  まつい」

を発 展 させましょ

う。 

式典会場風景  

 

抽選会 

記念写真撮影  

会場を埋めた参加者  

ユーアイネット柏原  

小澤浩代表理事の講演  

新 成 人 の皆 さん、本 当 におめでとうございま

す。 
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 １月 ２７日 （土 ）、松

井 地 区 社 会 福 祉 協

議 会 （ 鈴 木 公 子 会

長 ） 主 催 、 所 沢 市 社

会 福 祉 協 議 会 ・松 井

まちづくり協議会健康

福 祉 部 会 協 力 の 松

井地 区 住民 懇 談会 、

福 祉 体 験 講 習 会 が、

松 井 まちづくりセンタ

ー学 習 室 及 びホール

において開催されまし

た。 
 いずれも地域の一  

活 用 できないか」、「地 域 でラジオ体 操 やカラオ

ケなどの小活動をしているが、認知症予防や引

きこもり対 策 に役 立 てられないか」など、たいへ

ん実 践 的 かつ具 体 的 な発 表 も見 受 けられまし

た。 
 引 き続 き、今 回 初 めての試 みとして午 後 から

行われた福祉体験講習会では、鈴木会長の挨

拶 の後 、松 井 東 地 域 包 括 支 援 センター竹 内 も

みセンター長 による「高 齢 者 の身 体 の変 化 ・特

徴について」、上安松在住の矢野さんによる「目

の見 えない方 の生 活 について」の講 話 があり、

当事者である矢野さんのお話しには説得力が 

般の方々や松井地区社協役員などおよそ３０名

が参加しました。 
午前中に行われた住民懇談会では、鈴木会

長、安田敏男顧問のあいさつに続き、鈴木会長

から、「松井ちょこっと相談」や「車いすステーショ

ン」など、松 井 地 区 社 協 のこれまでの取 り組 み

が紹介されました。 
今回の住民懇談会は『松井のためにできるこ

と』をテーマに８班に分かれ、①「わたしができる

こと、経験してきたこと」、②「それを松井地区の

ためにこのように生かせる」の、各項目について

それぞれの班で討議し、発表が行われました。 
その中 では、「手 芸 、編 み物 、小 物 づくりをし

ているが、地域のコミュニケーションツールとして 

あ り 、 参 加 者 全 員 が

真 剣 に聞 き 入 ってい

ました。 
 続 いて、各 ブースに

分 かれた体 験 コーナ

ーでは、高 齢 者 疑 似

体 験 や 点 字 ・ 筆 談 、

車 い す 体 験 を 行 い 、

初 めて体 験 する参 加

者からは、 
納得や感嘆の表情が

見受けられました。 

環境それぞれに属する貴重なものを、松 井まち

づくり協 議 会 が独 自 に遺 産 として認 定 し、後 世

に継承していく事業で、平成２７年度から継続し

て行っています。 
今 回 の認 定 委 員 会 では、第 ３次 認 定 候 補 ９

件 に関 し、認 定 標 識 設 置 場 所 の土 地 管 理 者 ・

所有者の意向状況の報告が行われたほか、標

識 作 成 ・設 置 業 者 の選 定 、標 識 名 及 びイメー

ジ、標識設置予定日について審議されました。 
その内 、認 定 及 び標 識 設 置 が決 定 したのは

次の６件です。 

なお、第２次認定事業までに標識設置まで至

った遺産（文化歴史遺産１１件、自然環境遺産

５件 ）については、大 型 の紹 介 資 料 が松 井 まち

づくりセンターロビーに展示されています。 

 ２月 ８日（木）、文化

歴 史 遺 産 ・自 然 環 境

遺 産 認 定 委 員 会 （森

田 道 昭 委 員 長 ）が開

催されました。 
 松 井 地 区 内 に点 在

する文化歴史、自然  

各班での討議  

各班から発表  

点字体験  

車いす体験  

大くぬぎ  和田子育地蔵尊  

遺産認定委員会  

１ 大くぬぎ       ２ 所沢飛行場駅跡  
３ 国立所沢病院跡 ４ 松郷開拓の碑  
５ 長源寺（北条氏照の薬師三尊仏像ほか）

６ 和田子育地蔵尊  
 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 １年前の広報紙８号は、同じように締め切りを気にしながら編集を行ったことを思い出しました。出

来栄えを気にしながらの作業でした。今回はＨＰ開設が並行していましたが、皆さんに気に入られる広

報紙となって欲しい。いや、広報紙のみならず、協議会活動は地域のため、皆さんのためが第 です。

広報紙が協議会活動を地域全体に広げていくという、広報紙の使命を忘れずに・・・。  

 

 

 

松井まちづくり協議会では、広報紙「まついむら」を発行してい

ますが、皆様により一層協議会を理解していただくため、この度、

ホームページを開設することとなりました。 
松井まちづくり協議会活動の特色でもある自前・手作り感十分

のページです。 
まだまだ手直しが必要なサイト内ページもあります。 
広報紙「まついむら」共々ご活用ください。 
携帯版は今少しお待ちください。 

 PC 版 URL: http://matuimura.web.FC2.com 

所沢地区更生保護女性会松井支部（健康福祉部会）

支部長 久保田 千恵子  
 更 生 保 護 女 性 会 は、一 人 ひとりが人として尊

重 される社 会 、だれもが心 豊 かに生 きられる社

会を目標に、女 性の持つ温 かさや細やかさ、だ

れもが持 っている善意 の心を生 かして活動 して

います。 
 所沢地区更生保護女性会は、全国組織の単

位地区の組織で、松井支部は所沢地区組織の

支部となります。 
 具 体 的 な活 動 は、会 員 の住 む地 域 を単 位 に

行われています。 
 松井支部では、青少年の非行防止や過ちを 

犯した人たちの立ち直りのための支援 、子育て

に悩 んでいるお母 さんを交 えてのミニ集会 等 の

開 催 などの子 育 て支 援 のほか、以 下 の活 動 を

行っています。 
 １ 松井公民館の三世代まつりへの協力・ 

参加  
 ２ まつば児童館の夏祭り、お月見会、卒園  

おめでとうの会への協力・参加  
 ３ 支部研修旅行  
 ４ 川越少年刑務所行事への参加  
 ５ 地域パトロール 
 

淵の森の会（環境自然部会）  
会長  宮崎 駿  

 １９９６年５月、淵の森を保全するため近隣の５

つの自 治 体 、２つの市 民 団 体 、市 民 が集 まり

「安 松 橋 付 近 の貴 重 な緑 地 を保 全 する連 絡 協

議会」が結成されました。 
 その後 、同 年 ９月 に「淵 の森 保 全 連 絡 協 議

会」、２００８年に「淵の森の会」と改称しました。 
 事 務 局 は５、６名 で活 動 時 の炊 き出 しや配 布

資料の作成などを行っています。ただし、任意団

体のため明確な役割分担はあまりなく、各自が

自発的に行動している状態です。 

特に会費等は集めず、募金やイベント時の参

加費徴収で活動費を賄っています。 
維持管理活動  
 ゴミ掃除や下草刈りなどの維持管理活動を行

っています。 
 多くの人出が必要な際には広く呼び掛けて参

加 者 を集 めていますが、会 長 のネームバリュー

もあり、多くの参加者が集まり、近所の飲食店な

どが無料で差し入れをしてくれたり、企業のボラ

ンティアの方 が重 機 での作 業 や階 段 等 の設 置

作業を行ってくれたりしています。 

  自治会の良さを広めよう！  

自治会加入促進  
 


